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事 業 ・ 工 事 名   ボートレース下関レジャー・スポーツゾーン                   

調 査 名 ボートレース下関  レジャー・スポーツゾーン基本設計業務            

北 緯  34ﾟ 01' 13.7497" 

東 経 131ﾟ 00' 31.4497" 

 株式会社　東畑建築事務所             有 清    睦       永 安　　誠       有 清    睦       原 　  尚 孝     

試 錐 機 東邦地下工機製 D1-B型          

エンジン ヤンマー製 NFD-12M             ポ ン プ 東邦地下工機製 BG-3型          
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ボーリング名 Bor.No.1                       

発 注 機 関 下関市ボートレース企業局                           

孔 口 標 高
 ＴＰ  

 4.35m 

調 査 期 間  令和7年 1月27日～ 令和7年 1月30日 

調 査 位 置 山口県下関市長府扇町4                                        

電 話 06-6202-0391    

調査目的及び調査対象 建築  構造物基礎                                             
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φ40mm以下の礫が点在し、マサ土を含
む。全体的に不均質であり、部分的に
シルトを挟む。                     
GL-2.40m～-3.00m付近にコンクリート
片が混入し短棒状で採取される。　   

細砂～中砂卓越の砂主体であり、貝殻
片を多量に含む。                   
GL-5.00m付近はシルト優勢となる。   
下位にしたがい砂の粒径が小さくなる 

非常に軟質で高塑性なシルトである。
細砂や貝殻片を少量混入する。       

無色鉱物からなる粗砂主体で細礫を微
量含み、部分的にシルトを混じる。   
含水比が高い。                     
貝殻片を混入する。                 

粒径不均一な砂と黒褐色の有機質土が
主体である。暗灰色のシルトを多量に
含み、細礫はわずかに混入する。全体
的に非常に不均質である。           

φ40mm以下の亜角礫～亜円礫主体であ
り、礫間に粒径不均一な砂と少量のシ
ルトを混入する。                   

風化により指圧にて容易に砂状～細礫
状となるが、岩芯を残す。           
GL-24.00m付近は暗褐色を呈し、周囲よ
り風化進行する。                   
岩級区分DM級。                     
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事 業 ・ 工 事 名   ボートレース下関レジャー・スポーツゾーン                   

調 査 名 ボートレース下関  レジャー・スポーツゾーン基本設計業務            

北 緯  34ﾟ 01' 06.8135" 

東 経 131ﾟ 00' 25.2016" 

 株式会社　東畑建築事務所             有 清    睦       永 安　　誠       有 清    睦       原 　  尚 孝     

試 錐 機 東邦地下工機製 D1-B型          

エンジン ヤンマー製 NFD-12M             ポ ン プ 東邦地下工機製 BG-3型          
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総 削 孔 長 28.00m 

ボーリング名 Bor.No.2                       

発 注 機 関 下関市ボートレース企業局                           

孔 口 標 高
 ＴＰ  

 5.06m 

調 査 期 間  令和7年 1月 8日～ 令和7年 1月14日 

調 査 位 置 山口県下関市長府扇町4                                        

電 話 06-6202-0391    

調査目的及び調査対象 建築  構造物基礎                                             
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全体的に不均質で、粒径不均一な砂に
φ20mm以下の礫が混じる。材料として
はややバラつきがあるがよく締まる。 

含水比が高く、高塑性のシルト主体に
細砂を含む。                       
GL-6.00m付近から貝殻片と砂分が多く
なり薄層状に細砂～中砂が介在する。 

細～中砂主体に若干シルトが混じる。
貝殻片を含み、腐植物が少量混じる。 
下層との層境付近はシルトが若干増え
る。                               

高塑性のシルト優勢であるが、細～中
砂が互層状に挟んでおり、パイピング
状に部分的に粗砂が混じる。貝殻片を
含む。                             
GL-11.00m付近は特に含水比が高く、以
深は砂分少なくなる。               

上位との層境は不明瞭で徐々に漸移し
ている。細砂～中砂を多量に含むシル
トであるが、部分的に粗砂を混入する 

上部は粗砂卓越の砂主体であるが、下
位にしたがい粒径が小さくなり中砂～
細砂主体となる。                   
部分的に黒灰色の有機質粘性土を狭在
する。木片が少量混じる。           
GL-16.00m付近にφ10mm程の礫が確認さ
れる。                             

φ30mm未満の礫種多様な亜角礫～亜円
礫主体であり、礫間充填物は粗砂が優
勢である。下位にしたがい砂の粒径が
小さくなる。                       
下部層付近はマサを混入し、砂分卓越
する。                             

風化が進行し、指圧で容易にシルト状
～細礫状となる。岩芯を残す。       
岩級区分DM級。                     
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事 業 ・ 工 事 名   ボートレース下関レジャー・スポーツゾーン                   

調 査 名    ボートレース下関レジャー・スポーツゾーン基本設計業務      

北 緯  34ﾟ 01' 04.7471" 

東 経 131ﾟ 00' 28.4365" 

 株式会社　東畑建築事務所             有 清    睦       永 安　　誠       有 清    睦       原 　  尚 孝     

試 錐 機 東邦地下工機製 D1-B型          

エンジン ヤンマー製 NFD-12M             ポ ン プ 東邦地下工機製 BG-3型          
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ボーリング名 Bor.No.3                       

発 注 機 関 下関市ボートレース企業局                           

孔 口 標 高
 ＴＰ  

 5.39m 

調 査 期 間  令和6年12月20日～ 令和6年12月26日 

調 査 位 置 山口県下関市長府扇町4                                        

電 話 06-6202-0391    

調査目的及び調査対象 建築  構造物基礎                                             
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上部0.15mはφ40mm以下の角礫～亜角礫
主体である。以深は細粒分を多量に混
じる砂質土でφ40mm程度の礫が点在す
る。                               
下部層付近は貝殻片を混入する。     

含水比が高く非常に軟質なシルトであ
る。細砂を部分的に混じる。         
貝殻片を混入する。                 

細砂～中砂主体である。下位にしたが
い砂の粒径が小さくなり、シルトを混
じる。                             
貝殻片を混入する。                 

シルトを多量に含む細砂である。     
貝殻片を混入する。                 

GL-13.00mまで含水比が高く、非常に軟
質なシルトで貝殻片を混入する。以深
は含水比低くなる。                 

やや固結したシルトとなり、シルト状
の有機質土や腐植物が多く混入する。 
GL-15.00m付近に粗砂を狭在する。    

φ40mm以下の亜円礫～亜角礫主体で礫
間に粒径不均一な砂を挟む。         
下部層付近にはマサが少量混入する。 

風化が進行しており、部分的に粘土化
が進行している。指圧で容易に土砂状
となる。                           
岩級区分DM級。                     
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電 話 06-6202-0391    
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GL-0.00～0.30mまでは、中砂主体であ
り、φ30㎜程度の角～亜角礫が多く点
在し、最大φ60㎜程の礫を混入する。 
GL-0.30～1.60mは、マサ土で細～中砂
主体。下部にしたがって、含水比が高
くなる。                           
GL-1.60～3.00m付近は礫質土となり、
φ60㎜以下の礫を混入する。GL-3.00m
以深はシルト優勢となるがかなり不均
質である。                         

細～中砂主体。部分的に粗砂、シルト
を含む。上部は若干多く含むが、深く
なるにつれて礫の含有量が少なくなり
、シルト分の含有量は多くなる。貝殻
片を含む。                         

上部との層境は不明瞭であり、徐々に
漸移している。高塑性のシルト優勢で
あるが、細～中砂が互層状に挟んでお
り、パイピング状に部分的に粗砂が混
じる。                             
φ10㎜以下の礫が少量混じる。       

暗灰色のシルトと黒褐色の有機質土が
主体である。粗砂を少量狭在する。   

φ30㎜未満の礫主体であり、礫間は粗
砂が優勢である。礫形は亜角礫～亜円
礫を主体としている。貝殻片を含む。 

風化が進行しており、マサ状を呈して
いるが、岩組織は明瞭である。採取さ
れた試料は細礫～粗砂状が主体となっ
ている。岩級区分DM級。             
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表層部は砕石である。上部は礫質土優
勢で、含水比は低い。φ60mm以下の礫
を混入している。                   
層下部は高塑性の粘土が優勢となるが
、礫や砂も多く含み全体的に不均質で
ある。                             

含水比が高く、高塑性のシルト主体で
あるが、深くなるにつれて砂分が多く
なり、含水比が応じて低くなる。貝殻
片を含む。                         

比較的粒径の揃った、分級された粗砂
～中砂主体で、崩壊性が高い。GL-10.0
0～12.00mは木片や貝殻片の混入が多い
。                                 

高塑性のシルト主体で、層上部では砂
を多く含むが、層下部では比較的均質
である。                           
貝殻片を若干含む。                 

シルト状の有機質土主体であり、暗灰
色のシルトをわずかに混入する。粒径
不均一な砂を狭在する。             

φ10～20mmを主体とし、最大礫径はφ6
0㎜で亜角礫～亜円礫を主体としている
。礫間充填物はシルト含む粗砂を優勢
とする。                           

全体的に風化が著しく進行し、マサ状
で、礫混じり砂状を示している。岩級
区分DM級。                         
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事 業 ・ 工 事 名   ボートレース下関レジャー・スポーツゾーン                   

調 査 名 ボートレース下関  レジャー・スポーツゾーン基本設計業務            

北 緯  34ﾟ 01' 07.8106" 

東 経 131ﾟ 00' 31.2864" 

 株式会社　東畑建築事務所             有 清    睦       永 安　　誠       有 清    睦       堀     泰 治     

試 錐 機 東邦地下工機製 D1-B型          

エンジン ヤンマー製 NFD-12M             ポ ン プ 東邦地下工機製 BG-3型          
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調 査 位 置 山口県下関市長府扇町4                                        
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0mm程度の砕石主体である。          
GL-1.00mまで礫混じり砂状のマサ土で
以深はφ60mm以下の礫主体の砂質礫で
ある。                             

中砂～粗砂主体で部分的に粘性の強い
シルトを挟む。φ20mm以下の亜角礫が
少量混入する。                     
貝殻片を混入する。                 

比較的均質な細砂～中砂主体の砂で薄
層状に粗砂を挟む。下部層付近はシル
ト分が増加し、含水比も高くなる。   
貝殻片を混入する。                 

シルト主体であるが、全体的に不均質
で細砂を多量に混入し部分的に砂優勢
となる。                           
GL-15.00m付近は粗砂を狭在する。    
貝殻片を混入するが、下位にしたがい
少なくなる。                       

固結したシルト状の有機質土主体で、
不均質に粒径不均一な砂を挟む。     

φ40mm以下の亜円礫～亜角礫主体で礫
間充填物として粗砂卓越の砂を挟む。 
含水比は高い。                     

風化進行し指圧で土砂状～φ20mm程度
の礫状に崩壊する。部分的に岩芯を残
す。                               
GL-24.00m以深は暗褐色を呈す。      
岩級区分DM級。                     
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事 業 ・ 工 事 名   ボートレース下関レジャー・スポーツゾーン                   

調 査 名    ボートレース下関レジャー・スポーツゾーン基本設計業務      

北 緯  34ﾟ 01' 08.6041" 

東 経 131ﾟ 00' 29.3384" 

 株式会社　東畑建築事務所             有 清    睦       永 安　　誠       有　清　  睦      原 　  尚 孝     
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(CAD計測)
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N=1基

N=1箇所

L=390m
想定(CAD計測)

L=300m
想定(CAD計測)

⼯作物調査
番号 名 称 単 位 数 量 備 考
① バックネット 基 2 基礎部については設計図よる
② スコアボード 基 2     〃
③ ベンチ 基 8     〃
④ シェルター 基 1     〃
⑤ ⽔飲み場 箇所 2     〃
⑥ 集⽔桝 基 5
⑦ 側溝 m 690 想定(CAD計測)
⑧ ヒューム管 m 50.2
⑨ ⾞⽌め 基 5
⑩ ガードパイプ m 34.95
⑪ ⼩型⽔路 m 39.9
⑫ ⼤型⽔路 m 176 CAD計測
⑬ 外灯 基 8 基礎部については想定
⑭ テント 基 2     〃
⑮ コンクリート基礎 基 1
⑯ 物置 基 1
⑰ 物置 基 1

③ベンチ

③ベンチ

①バックネット

⑤水飲み場
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⑥集水桝

⑧ヒューム管φ300

⑧ヒューム管φ300

⑧ヒューム管φ300

⑨車止め ⑨車止め

⑥集水桝

図面名

作成年月日

縮尺

会社名

事業者名

図面番号

工事名 ボートレース下関レジャー・スポーツゾーン
基本設計業務

2025年 5月

株式会社　東畑建築事務所

下関市　ボートレース企業局

参考-1

平面図(工作物調査)

1：500

③ベンチ

②スコアボード

③ベンチ

②スコアボード

⑭テント

AグランドBグランド
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80
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0
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0
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0

2000

完全式菱形金網

945
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0

2000

φ60.5×2.3

FB6×25

BN M12×45

FB6×50

全柱控付

φ38.1×1.6

5
0

800

1550

2
5
0
0

5
0
0

150

300

2.975m2

1.375m2

端上ジョイント

勾配ジョイント

端バンド

綱張り平瀬
FB4.5×19

端双胴ジョイント

ブレース引付金具

端下ジョイント

12φブレース

中間双胴
ジョイント

中間バンド

4φ力骨線

7
0
0

7
0
0

20
00

20
00

20
00

2000 2000 2000 2000 2000

2000

2000

2000

30
0

16
50

30
0

17
00

30
0

300 1700 300 1700 300 1700 300

1700

300

1650

300

17
00

1700
300

1700

1700

300

300

中間上ジョイント

中間下ジョイント

名称 規格 計算式 数量 単位 備考

バックネット PC-S6000+1000 6.0+10.0+6.0 22.00 ｍ

基礎コンクリート
2.975×0.3×12+1.375×1.70×12
+1.375×1.65×2

36.29 m3

60
00

10000

6000

1基当たり
数量計算書

L6-50×50

100×100　3.2t

500×700

6
0
0

6
0
0

700×500

2
1
0
0

100×100　3.2t

3000

1
1
0
0

1
0
0
0

2
1
0
0

L4-50×50

L6-50×50

100×100　3.2t

500×700

6
0
0

3000

1
1
0
0

1
0
0
0

2
1
0
0

L4-50×50

L4-50×50

L4-50×50

600 600 600 600 600

600 600 600 600 600

名称 計算式 数量 単位 備考

スコアボード 1.00 枚

基礎
コンクリート

0.5×0.7×0.6×2 0.42 m3

①②

数量計算書
1基当たり

設計図による

設計図による

図面番号

ボートレース下関レジャー・スポーツゾーン
基本設計業務

2025年 5月

参考-2

工作物構造図（１）

1：50縮尺

作成年月日

図面名

工事名

会社名 株式会社　東畑建築事務所

下関市　ボートレース企業局事業者名

①バックネット

平面図　S=1/50

②スコアボード

構造図　S=1/50

正面図①　S=1/50 断面図　S=1/50

正面図②　S=1/50

①バックネット
②スコアボード

工作物構造図（１）



Ａ Ａ

Ｂ Ｂ

Ｃ

D

A-A B-B

D部詳細図　S=1/2

図面番号

ボートレース下関レジャー・スポーツゾーン
基本設計業務

2025年 5月

参考-3

工作物構造図（２）

図示縮尺

作成年月日

図面名

工事名

会社名 株式会社　東畑建築事務所

下関市　ボートレース企業局事業者名

②ベンチ
③シェルター
④水飲み場

1基当たり
数量計算書

3000 3000 3000

9000

600

6
0
0

400

4
0
0

3000 3000 3000

9000

名称 計算式 数量 単位 備考

シェルター 1.00 基

基礎
コンクリート

0.6×0.6×0.65×4+0.40×0.40×0.
40×2

1.06 m3

①②

数量計算書
1基当たり

③ベンチ

④シェルター

⑤水飲み場

平面図　S=1/50

構造図　S=1/50

基礎配置図　S=1/50 断面図　S=1/50

立面図①　S=1/50
立面図②　S=1/50

平面図　S=1/20 側面図　S=1/20 配筋図　S=1/20

正面図　S=1/20 断面図　S=1/10 C面図　S=1/20

水飲み場(踏台)

平面図　S=1/10

正面図　S=1/10

工作物構造図（２）

平面図　S=1/20

足洗い場

名称 計算式 数量 単位 備考

水飲み場 1.00 箇所

数量計算書
1箇所当たり

足洗い場含む

250 800 800 800 250

3
0
0

4
1
0

3
4
0

7
0

4
1
0

90
10
90

490

4
9
0

2900

A型基礎300

カクー75×75×2.3t

檜一等材：90×70×2900

檜一等材：90×70×2900

PL-9..0t PL-9..0t

カクー75×75×2.3t

ルーター加工

名称 計算式 数量 単位 備考

ベンチ 1.00 基

A型基礎
コンクリート

0.3×0.3×0.3×4 0.11 m3

10
0
50

0

20
0
20

0

M12接合ボルト

50A(60.5φ)

90A(101.6φ)

M12押ボルト

210 1080

210

21
5028
30

400

600

40
0

65
0

600

FRP成型品　t=4mm

90A(101.6φ) 50A(60.5φ)

400

40
0

60×60×2.3t

50A(60.5φ) 90A(101.6φ)90A(101.6φ)
90A(101.6φ)90A(101.6φ)

24
80

65
0

60×60×2.3t

A型基礎600
B型基礎400

A型基礎600

B型基礎400

水磨

1
5
0

5
5
0

450

8
0
0

15Aビニルライニング鋼管

稲田擬石
ビシャン仕上

50 4@100 100

550

1
0
0

1
0
@
1
0
0

1
0
0

1
2
0
0

50 5@110 100

30 3@130 30

1
0
0

1
0
@
1
0
0

1
0
0

1
2
0
0

D10

D10

550150

3
0
0

1
2
0
0

520

370

1
8
0

8
4
0

1
8
0

280 30140

ビシャン仕上 D10

稲田擬石
ビシャン仕上

設計図による

設計図による

稲田擬石
ビシャン仕上

2
3
0
0

1250

50 50 250 50 50
140 30 280

450

3
0

水磨

1
8
0

280 30 140

φ15

300

2
5
0

5
0

2
0
0

300 250

5 20 5
30



75
25
0

25
0

27
9

80
0

φ60.5×3.2

φ42.7×2.3

3000

φ60.5×3.2

3000

正面図　 S=1/20

図面番号

ボートレース下関レジャー・スポーツゾーン
基本設計業務

2025年 5月

工作物構造図（３）

図　示縮尺

作成年月日

図面名

工事名

会社名 株式会社　東畑建築事務所

下関市　ボートレース企業局事業者名

参考-4

73
0

φ114.3

⑩ガードパイプ

断面図　 S=1/20

⑨車止め

正面図　 S=1/20

⑧ヒューム管

断面図　 S=1/20

⑥集水桝

平面図　 S=1/20 断面図　 S=1/20

⑦側溝(透水蓋付)

断面図　 S=1/20

1
0
0
0

1
8
5
4

⑪小型水路

⑫大型水路

断面図　 S=1/20

断面図　 S=1/20平面図　 S=1/20

断面図　 S=1/50

⑬外灯

⑥集水桝
⑦側溝
⑧ヒューム管
⑨車止め
⑩ガードパイプ
⑪小型水路
⑫大型水路
⑬外灯

φ300

400

3
0
0

ガ－ドパイプ　(H=800,3段)

名称 規格 計算式 数量 単位 備考

ガードパイプ 34.95 m

名称

ヒューム管

備考数量 単位

10.00 m

計算式

名称 計算式 数量 単位 備考

コンクリート
0.64×0.64×0.75
-0.50×0.50×0.02
-0.40×0.40×0.58

0.21 m3

70
50

400
50
70

7
05
0

4
0
0

5
0 7
0

70
50

400
50
70

2
0

5
8
0

1
5
0

640

7
5
0

グレーチング蓋 1.00 枚

35
50

240
50
35

2
4
0
5
0

410

2
9
0

名称 計算式 数量 単位 備考

側溝 10.00 m

H800、3段 土中建込式

250

9
5
0

2
5
0

0.25×0.25×0.25

1020

9
0

800

500

5
0
0

1020

240

2
4
0

工作物構造図（３）

コンクリート 0.06(蓋含む)×10.0 0.60 m3

A=0.06m3(蓋含む)

コンクリート 0.03×10.0 0.30 m3

A=0.03m3

名称

車止め

コンクリート

計算式 数量 単位 備考

1.00 基

0.02 m3

名称

小型側溝

単位 備考

m

m3

数量

10.00

0.40

計算式

コンクリート 0.04×10.0

A=0.04m3

A=0.32m3

大型水路

コンクリート

計算式 数量 単位 備考

10.00 m

0.32(蓋含む)×10.0 3.20 m3

名称

点線部は想定

点線部は想定

点線部は想定 点線部は想定

コンクリート 0.4×0.4×0.60 0.10 m3 点線部は想定

コンクリート 0.32(蓋含む)×10.0 3.20 m3 点線部は想定

34.95m当たり
数量計算書

数量計算書
10.0m当たり

1基当たり
数量計算書

10.0m当たり
数量計算書

数量計算書
1基当たり

数量計算書
10.0m当たり

数量計算書
10.0m当たり

114

89

1
0
0

3
5
9
0

6
0
0

名称 計算式 数量 単位 備考

外灯 1.00 基

数量計算書
1基当たり



図面番号

ボートレース下関レジャー・スポーツゾーン
基本設計業務

2025年 5月

工作物構造図（４）

図　示縮尺

作成年月日

図面名

工事名

会社名 株式会社　東畑建築事務所

下関市　ボートレース企業局事業者名

参考-5

⑭テント

⑰物置

正面図　 S=1/20 断面図　 S=1/20

⑯物置

正面図　 S=1/50 断面図　 S=1/50

⑮コンクリート基礎

⑭テント
⑮コンクリート基礎
⑯物置
⑰物置

断面図　 S=1/50平面図　 S=1/50

平面図　 S=1/20

3
0
0
0

φ89

φ75

φ30

2
4
0
03
1
0
0

600

6
0
0

3000 200 3000

外側のみ
t3.6、400縞鋼板

名称 計算式 数量 単位 備考

テント 1.00 基

コンクリート 0.6×0.6×0.6×6.0 1.30 m3

1500

750

1
9
0
0

工作物構造図（４）

2800

1
2
0
0

名称 計算式 数量 単位 備考

コンクリート 2.8×1.2 3.36 m2 想定

厚さ不明

名称 計算式 数量 単位 備考

物置 1.00 基 ビニトップ製

名称 計算式 数量 単位 備考

物置 1.00 基 タクボ製

2340

2
0
0
0

1530点線部は想定

1基当たり
数量計算書

1基当たり
数量計算書

1基当たり
数量計算書

1基当たり
数量計算書
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